























Xi(t)を t番目のニューロンの時刻 tにおける状態変数とする。ここで約二 1(発火状態)
あるいは的=0 (静止状態)である。上で述べた状態更新の規則は次のように書ける。
的(t+ 1)= (Jy KijXj(t)一九)












の密度が nの神経ネットの場合は、興奮性ニューロンは確率 η で(抑制性ニューロンは確率
l-nで)各格子点を占めることになる。このモデルだと Cij= Cji (結合マトリクスは対
称)であるが、一般にku#Kjt(結合係数は非対称)であることに注意する。以下、この神







































図 1 (a)正方格子の上のセル型ランダム神経ネット o (b)結合係数内の分布関数(一様分布型興奮性
ニュー口ンは(O，W]の範囲で、抑制性ニューロンは[-W，O)の範囲で一様な分布 (type-U分布)0 (c)結合係数鳥
の分布関数(デルタ関数型興奮性ニュー口ンはWの位置にピーク、同様に抑制性ニュー口ンは-Wの位





























界値より大きい場合 (T>え)、く s>は nあるいは Tに指数関数的依存性を示すであろ
うO すなわち nについて書けば
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である。そこで両対数グラフを用いて、 log< s >を log(nc-n)に対してプロットし、こ
の関係が直線になるように臨界値 ncを調整するO こうした手続きを経て我々は、臨界値
ncそのものと、臨界指数γとを同時に決めることができる(いわゆる1:¥¥.ひ附加延町fiting)。
図2(b)--(f)はlogく s>をlog(nc- n)、あるいは log(T-Tc)に対してプロットした。
直線は最小二乗法で決めた。比較のためにサイトパーコレーションの場合の log< s >対
log(pc -p)プロットも図2ね)に示した。
パーコレーション転移の場合、 Pc = 0.59275・・・(無限サイズの正方格子)で、また
γ= 43/18 = 2.389・・ (2次元格子の場合は普遍の値)であることが知られている。シミ
ュレーションでは L= 50の有限サイズの系に対してあ=0.59 f'..I 0.6 、および
γ= 1.8土 0.2が得られた。臨界指数は真の値の25%も小さくなったが、臨界密度は2%の




























の数をカウントしよう O これをさまざまな場所 (1∞筒所)に対して行い、さらに数個のsp油需
ningクラスターについてサンプル平均する。その結果をRの関数としてN(R)と表わすことに
するoN(R)の期待される関数形はベキ関数、すなわち
N(R) α RDf 








いが、s= 50 r'-..) 500の範聞で、臨界指数T = 1.87 r'-..) 2.02が得られた。幸い、スケーリン
グ理論3)によれば
ア二 1+ d/ Df 
という関係が成り立つ (dは空間次元、今の場合は2)ので、 7はフラクタル次元から決める
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図 5 spanningクラスターのフラクタル次元。両対数グラフの直線の傾きからフラクタル次元 Dfが決まる O
ネットのタイプによらず、ほぼ共通の次元 Df=1.87~1.91 が得られる O
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間I(剛sienttime)の平均が発散する(いわゆるcriticalslowing down にあたる)0 2)時間Iの分布
はベキ関数となる。その指数からいわゆるl/fゆらぎが導かれるであろう1)。これらは今後の
課題である。
Type Fixed Pn nc> Tc Y Dr r(=l +2/ Dr) 
Perco. Pc=.59-.60 1.8 :t0.2 1.87:t0.02 1.95 
(0.5928' . .) (2.389 (1.896 (2.055 
CRNN T=O. nc=.67-.68 1.8:t0.l 1.88:t0.02 1.87 
Type-U n=0.7 T，.均二.04-.05 1.8:t0.l 1.89:t0.02 1.90 
n=0.8 Tc=.20-.21 1.8:t0.l 1.89:t0.02 1.90 
n=0.9 Tc=.37-.38 1.8:t0.l 1.89:tO.02 1.95 
n= 1. Tc=.53-.54 1.8:t0.l 1.89:t0.02 2.02 
CRNN T=O.-1. nc=.74-.75 1.8:t0.l 1.88:tO.02 1.86 
Type-D 
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